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㍿大野メッキ工業所

鉄を錆から守る溶融亜鉛めっき技術を通して、
広く社会に貢献しています。
都市を形成する夢の素材として

さまざまな分野に

幅広く活用されてきた、鉄。

その限りある資源を

「錆び」や「腐食」から守り、

さらなる可能性を引き出す

溶融亜鉛めっきは

従来の電力、土木、鉄道などに加え、

現代建築においても

基礎素材としてだけではなく

めっきの持つ耐食性と

その強靭な美しさで

外装素材としても

注目を浴びています。

蓄積された溶融亜鉛めっきの技術と

しなやかな発想で

鉄の未来を見つめている企業、

それが私たち

株式会社大野メッキ工業所です。



▪溶融亜鉛めっきの特性
₁すぐれた耐食性
めっき表面に生成する緻密な保護皮膜と電気化
学的防食作用によって鉄鋼製品を長期間錆から
守ります。

₂すぐれた経済性
長期間にわたって防食効果があり、メンテナンス
フリーですので他の表面処理方法と比較しても、
最も経済的です。

₃すぐれた密着性
溶融亜鉛めっきの皮膜は、鉄地と亜鉛の合金反応
によって密着していますので、塗装等に比べて衝
撃、摩擦に強く、輸送、建設時の損傷が少なくて
すみます。

₄隅々にまで均一にめっき
溶融亜鉛に浸漬してめっきを行いますので、パイ
プの内面やタンクの内面など目に見えない部分や
手の届かない部分でも均一にめっきが出来ます。
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■亜鉛付着量と環境別耐用年数
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■溶融亜鉛めっきと塗装とのコスト比較
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亜鉛めっき（鋼材厚5㎜）

亜鉛めっき（鋼材厚12㎜）

亜鉛めっき（鋼材厚20㎜）

塗装例１
鉛系さび止め塗装２層
フェノール系塗装１層
塩化ゴム系塗装２層

塗装例２
鉛系さび止め塗装１層
フタル酸樹脂塗装２層

■溶融亜鉛めっき層の顕微鏡写真
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■亜鉛の犠牲防食作用
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ムダのない工程管理で
ニーズの長大化、複雑化にも対応。
溶融亜鉛めっきは、１８３７年ヨーロッパで開発されました。

東京電力猪苗代幹線の鉄塔は、大正時代に日本に納入されましたが、

今も錆びること無くその雄姿を保っています。

当社は、その優れた防食効果に更なる研究と開発を積み重ね、

管継手から大型構造物まで、様々なサイズや形状に

最も適した製造工程をプランニング致します。

広いヤードや１0ｍを超える大型層をフル活用し、

出荷希望日までを万全の管理・保管体制の下、

年々多様化するお客様のニーズにお応え致します。

▪工場配置図

No. 名　称

１ 脱脂槽

２ 脱脂槽

３ 脱脂水洗槽

４ 酸洗槽

５ 酸洗槽

６ 酸洗槽

７ 酸洗槽

８ 酸水洗槽

９ フラックス槽

１０ めっき槽

１１ 冷却水槽

１２ 一時防錆処理槽

棟名 面積
（㎡）

坪数
（坪）

A 総敷地面積 １５,０００ ４,５００

B 倉庫棟 １,０８０ ３２４

C 事務所棟 ２１０ ６４

D 工場棟 １,４００ ４３０

E ストックヤード ５,０００ １,５００

ストックヤード

倉庫棟



10,500㎜ 1,500㎜
【長さ】 【幅】

（10,200㎜） （1,400㎜）

2,500㎜
【深さ】

（2,200㎜）

▪溶融亜鉛めっき 
作業工程

所定のめっき
治具にセット

亜鉛浴	 Zn	９７．５％以上
	 Al	０.００２％
	 ４３５〜４７０℃
亜鉛地金　JIS蒸留亜鉛 １種以上　
浸漬時間　 １〜１５分

水冷　５０〜８０℃
空冷
（歪の発生の恐れ
ある製品）

余剰亜鉛、酸化カス等の除去
外観検査
付着量試験（JIS H０４０１）
密着性試験（JIS H０４０１）

▪めっき槽

⑦検査⑥仕上げ④めっき ⑤めっき

③洗浄②セット

め
っ
き
準
備

め
っ
き

冷
却

一
時
防
錆
処
理

仕
上
・
検
査

出
荷

入
荷

脱
脂

脱
脂
水
洗

酸
洗

酸
洗
水
洗

フ
ラ
ッ
ク
ス
処
理

た
れ
切
り

（
脱
脂
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
）

中
間
検
査

（
酸
洗
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
）

中
間
検
査

前処理工程

めっき工程 仕上げ工程

油脂、ニス等の除去
カセイソーダ
オルソケイ酸ソーダ
７〜１７％溶液　７０℃以上
脱脂時間　 ５〜６０分

（　）内は有効標準寸法
※有効標準寸法を超える場合は個別にご相談ください。

酸化物（錆、黒皮）の除去
塩　　酸　 ７〜１７％溶液
酸洗時間　２０〜８０分

鉄面の防錆、活性化
塩化亜鉛アンモニウム
２５〜３５％溶液
６０℃以上

①受入れ

（
前
処
理
全
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）
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さまざまな分野で活躍する当社の製品。
さまざまなシーンをより頑強に、

そして美しくサポートする溶融亜鉛めっきは、

付加価値の高い製品として、

シビアな環境条件のもとでも

長期間にわたって確かな強さを発揮します。

次々に新たなるニーズを予感させる

溶融亜鉛めっきの無限のフィールドに、

私たちは独自の技術開発力でチャレンジを続けます。

富山県立南砺福光高等学校 耐震ブレース 能美市立根上南部保育園 避難棟

金石港 マリンポート金沢

太陽光 架台金沢医科大学 螺旋階段



JIS表示認証工場
認証番号 TC０４０８０８４

 概　要
▪商　　　　号 株式会社 大野メッキ工業所
▪所 　 在 　 地 石川県金沢市湊 １ 丁目５５⊖３
▪設　　　　立 昭和２３年 ６ 月
▪資 　 本 　 金 １,０００万円
▪月間生産能力 １,０００トン
▪工 場 敷 地 １５,０００㎡
▪物 流 倉 庫 １,２００㎡
▪従 業 員 数 ４０名
▪取 引 銀 行 日本政策金融公庫 

北國銀行問屋町支店 
北陸銀行金沢駅西支店

 設備概要
▪めっき槽 １0,₅00㎜×１,₅00㎜×₂,₅00㎜ １
▪脱脂槽 １0,000㎜×１,₅00㎜×₂,₅00㎜ ２
▪酸洗槽 １0,７00㎜×１,₆00㎜×₂,７00㎜ １
▪酸洗槽 １0,000㎜×１,₅00㎜×₂,７00㎜ １
▪酸洗槽 １0,000㎜×１,₅00㎜×₂,₅00㎜ １
▪酸洗槽 １0,000㎜×１,₅00㎜×１,８₂0㎜ １
▪水洗槽 １0,000㎜×１,₅00㎜×₂,₅00㎜ ２
▪フラックス槽 １0,000㎜×１,₅00㎜×₂,₅00㎜ １
▪冷却槽 １0,₅00㎜×１,７00㎜×₂,₅00㎜ １
▪一時防錆処理槽 １0,000㎜×１,₅00㎜×₂,₅00㎜ １
▪天井走行クレーン ₂.８ｔ ３
▪天井走行クレーン １.₄ｔ １６
▪めっき用電動ウィンチクレーン  ４
▪塩酸貯蔵槽 ₂0㎥ １
▪排ガス装置一式  １
▪LPG貯蔵槽  １
▪集塵装置バックフィルター一式  １
▪排水処理装置  １
▪ボイラー設備  １

 沿　革
▪昭和₂３年 ₆ 月 金沢市大野町 ２ 丁目４９番地において電気亜

鉛、ニッケルクロームめっきを主体に創業
▪昭和₄１年 ₆ 月 溶融亜鉛めっき操業開始
▪昭和₅₄年 ₆ 月 現在地の金沢市湊 １ 丁目５５⊖ ３ に溶融亜鉛

めっき工場を設立、生産能力の増強を図る
▪昭和₅８年１₂月 資本金５００万円で法人組織とする
▪平成 ₂ 年 ₆ 月 電気亜鉛、ニッケルクロームめっきを廃止

する
▪平成 ３ 年１１月 溶融亜鉛めっき加工技術についてJIS表示

許可工場の認定を受ける（許可番号４９１０１９）
▪平成 ₄ 年 ３ 月 金沢市東蚊爪町 １ 丁目２３番地 ７ に物流倉庫

を新設する
▪平成 ₅ 年 ３ 月 工場拡張増設工事完了
▪平成 ₅ 年 ７ 月 資本金を１,０００万円に増資する
▪平成１0年１0月 新工場完成、稼働開始
▪平成１₆年 ₅ 月 倉庫棟を増改築
▪平成１７年１0月 第一ヤードを増設
▪平成₂0年 ₉ 月 新JIS表示認証工場となる 

（認証番号TC０４０８０８４）
▪平成₂１年 ３ 月 隣接地に新たに第二ヤードを増設（１,５００坪）

総敷地面積が約４,５００坪となる
▪平成₂８年 ₅ 月 めっき槽を拡長・拡幅
１０,５００㎜×１,５００㎜×２,５００m（旧サイズ９,５００㎜×１,３００㎜×２,５００m）

AUBUⅡビル 立体駐車場

北陸新幹線 防音壁支柱

事務所棟

工場棟

  JIS表示認証工場　認証番号 TC0408084

 ㍿大野メッキ工業所 
〒920‒0211 石川県金沢市湊 1丁目55‒3
TEL 076‒237‒4111　FAX 076‒237‒6762
https://www.oono-mekki.co.jp/

●消防学校

●佐川急便

↓至田中交差点↓至諸江交差点

清湖大橋
大野川

●
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大野メッキ工業所


